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月刊「工場・倉庫通信」を発行する「 JAPAN倉庫」は、岡田建設株式会社が運営する工

場・倉庫建築ブランドです。工場・倉庫オーナー様の出店計画から操業後のメンテナンスまで

トータルサポートをお約束します。お客様のご要望に真摯に向き合い、“低価格・短工期・高

品質”な工場・倉庫建築を実現します。毎月、業界の最新情報や成功事例をお届けします。業

界全般の最新情報や経営に関する情報などリクエストも大歓迎です。今後とも、「 JAPAN

倉庫」を宜しくお願いいたします！

「事業再構築補助金」（第5回）採択結果が6/9発表

「事業再構築補助金」とは？

本制度は、小規模事業者が自社の経営を見直し、自らが持続的な経営に向けた経
営計画を作成した上で行う販路開拓や生産性向上の取組を支援する制度です。

「事業再構築補助金」とは、中小企業庁の創設した中小企業向けの補助金です。

中小企業庁の年間予算約1,000億円に対して、令和２年度第３次補正予算でお
およそ10倍となる１兆1,485億円、令和3年度補正予算で6,123億円が計上さ
れる超大型補助金です。

コロナ不況等で経営難にある中小・中堅企業が対象となります。

収益性の見込める新分野展開や業種・業態転換等に取り組むことで、事業投資を
軽減し、将来に向けた経営再建を図ることができます。

補助金の注目ポイントは？

特に注目すべき点は、中小企業で最大1.5億円の補助額と、建物の建設費（第6
回より原則、改修に限る）、建物改修費、撤去費が補助対象経費に含まれてい
る点です。

当社でも、「事業再構築補助金」を活用した建設計画について、多数のご相談を
いただいています。

2022年6月9日（金）に、「事業再構築補助金」
（第5回公募）の採択結果が発表となりました。

第6回公募は、2022年6月8日(水)～6月30日(木)
が申請期間となっています。

2022年度は、約6,123億円の補正予算案で事業
継続されています。
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案内
不要

第1回～5回までの傾向と対策は？

第1回～第5回の採択結果の傾向は？

第1回～第5回までの合計では、44,890者/ 96,799者（採択率約46.4％）で
す。

第１回公募では、41.7％（8,016者/ 19,239者）、第2回公募では50.9%
（9,336者/ 18,333者）、第３回公募では48.7%（9,021者/ 18,519者）、
第４回公募では44.8%（9,021者/ 19,673者）、46.1%（9,707者/ 
21,035者）の採択率となりました。

第5回公募にて採択された企業をみると、業種では、製造業が最も多く、宿泊業，
飲食サービス業、卸売業・小売業、建設業が続いています。

採択額では、第1回から第5回にかけて、1,501~3,000万円が徐々に増えてい
ます。また、第5回は、1,500万円以下が増加し、3,001～4,500万円の採択
数が大きく増えています。

まとめ

第6回以降も、採択者の偏りをなくすよう調整される可能性が考えられます。

申請には、経営計画書・補助事業計画書の作成が必要となります。

工場・倉庫のリニューアルに必要な図面・見積など、ぜひお気軽にご相談いた
だけますと幸いです。
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